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東日本のおよそ400万〜100万年前の関東地域の地質学
的な出来事は，上総層群またはその相当層によって記録
されている（図1）．日本古生物学会第171回例会（2022
年2月）において夜間小集会「西部上総層群のたまりは
じめの頃（東京西部にたまった上総層群）」が実施され
た．上総層群は，東は房総半島から西は関東山地の縁辺
部にまで広がって非常に広い範囲に分布する更新統であ
る．夜間小集会では西部上総層群の古生物について多く
のタクサを扱うとともに，タクサを横断的に同じ時間面
で捉えることで関東という地域を見直すという視点，そ
して様々な機関に分かれて保管され，必ずしも広く認知

されていない“埋もれた標本”をまとめて記録する場と
するという視点をもとに実施された．また本夜間小集会
は2017年度〜2019年度に東京都教育委員会の下で行われ
た「多摩川中上流域上総層群調査研究プロジェクト」（実
行委員：鈴木毅彦氏（東京都立大），鈴木秀和氏（駒澤大
学），樽　創（神奈川県立生命の星・地球博物館））の成
果を契機としている．

これまで上総層群及びその相当層と古脊椎動物をまと
めた研究はそれほど多くはない．代表的なものとして樽・
長谷川（2002）では加住丘陵‐多摩丘陵から産出した哺
乳類化石について，その時点での博物館等の公的機関が
収蔵している標本をまとめた．それらの標本は主に東京
都西部から神奈川県の博物館等に収蔵されている．表1
は樽・長谷川（2002）及び樽（2020）のデータに，現時
点での各博物館等が収集している脊椎動物化石の情報を
加えたリストである．なお，リストには多摩地域，横浜
の産地も加えた．

夜間小集会の対象とした西部上総層群の分布する地域
は主に東京西部から多摩丘陵西部であるが，一部ではそ
の範囲を超えて議論が行われている（図2）．夜間小集会
全体では4部（時間・海・植物・陸上動物）のパートで
7件の話題提供が行われた．本特集はそれら7件のうち6
件の話題提供に，また夜間小集会では扱うことの出来な
かった硬骨魚類についても加えて構成される．

化石114号では，まず，本特集の舞台である西部上総層
群及びその相当層の堆積環境の変遷を紹介する．テフラを
用いた最新の層序について，納谷友規氏（産業技術総合
研究所）と鈴木毅彦氏には「多摩丘陵に分布する下部更
新統上総層群における化石珪藻Lancineis rectilatusの産出
層準とその地質学的・古生物学的意義」として報告いた
だく．近年ではテフラの発見によりこれまでの古生物を
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図1．東西に分かれる上総層群．今回の報告は主に上総層群相当層
の西部（本論における西部上総層群）から産出する化石に焦点を
当てた．

Fig.�1.�The�Kazusa�Group�divided�into�the�western�and�eastern�parts�
of�Kanto�Plain.�In�this�study,�we�mainly�focus�on�the�fossils�found�
from�the�Kazusa�Group�in�the�western�part.
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対象とした研究に新たな時間軸の情報が利用できるよう
なった．例えば三の谷火山灰層ではフィッショントラッ
ク年代で2.01�±�0.24Ma（関東平野西縁丘陵研究グルー
プ,�1995），2.93�±�0.19Ma（馬場ほか,�2005），3.7�±�0.3Ma

（植木・酒井,�2007）とばらついた年代が報告されていた．
鈴木（2020）は上
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小学校テフラの年代測定により，
3.7�±�0.3Maとした植木・酒井（2007）を支持する結果を
得た．今回のテーマように地域の総合的な検討を行う上
で年代決定が果たす役割は非常に大きい．また納谷氏に
は珪藻化石を通して西部上総層群の地質構造と堆積環境
について議論をしていただいた．
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表1．関東平野西部の草花丘陵，加住丘陵，多摩丘陵，横浜丘陵の上総層群から産出した古脊椎動物化石の一覧．
Table.�1.�A�list�of�the�vertebrate�fossils�from�the�Kazusa�Group�in�the�western�part�of�Kanto�Plain�(Kusabana,�Kasumi,�Tama�and�Yokohama�Hills).

図2．関東平野西部の鮮新統‐更新統の層序対比図．鈴木（2020），野崎
ほか（2021），柴田ほか（2021），福嶋（未公表データ）を基に作成．

Fig.�2.�Comparison�of�the�Plio-Pleistocene�stratigraphy�in�the�western�part�
of�Kanto�Plain,�based�on�Suzuki�(2020),�Nozaki�et al.�(2021),�Shibata�et 
al.�(2021)�and�Fukushima�(unpublish�data).
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次に，海棲哺乳類について報告する．海棲哺乳類につ
いては，近年いくつかの報告があるものの，これまで詳
細な検討を行われた標本は限られていた．そこで，木村
ほか（2020）の知見に加えて，既報告標本についての分
類学的な議論と日本産更新世鯨類化石の総括を木村敏之

（群馬県立自然史博物館），樽　創，蔡　政修氏（國立臺
灣大學）により「西部上総層群産鯨類化石の概要と更新
統における鯨類相」として報告する．

そして次号（115号）では，海生脊椎動物化石と植物
化石について扱う．夜間小集会では取り上げることが出
来なかったが，西部上総層群産の硬骨魚類について，宮
田真也氏（城西大学），尾﨑　薫氏（昭島市郷土資料室），
福嶋　徹氏（むさしの化石塾），樽　創らにより「多摩川
中・上流域に分布する上総層群から産出した浅海性硬骨
魚類化石の概要」として報告いただく．これまでに，ま
とまった報告がなく，初めての試みである．サメ，エイ
に代表される軟骨魚類は，これまで西部上総層群ではそ
の産出こそ知られていたものの，公的機関に収蔵された
標本は多くなかった．そこで高桒祐司氏（群馬県立自然
史博物館）により「西部上総層群産のサメ・エイ類化石」
について報告する．

ところで，西部上総層群は海成層を主体とするが，陸
上に堆積した地層もある．樽　創・北川博道氏（埼玉県
立自然の博物館）により大型陸上動物の変遷について扱
い，長鼻類化石の中でハチオウジゾウについてその見解
を「ハチオウジゾウ（Stegodon protoaurorae Aiba,�Baba�
and�Matsukawa�2010）はいるのか？」として報告する．

上述の陸上動物が生息した時代の植生に関する研究と
して，古植物化石について福嶋　徹氏，鈴木毅彦氏，百
原新氏（千葉大学）により「東京都西部の上総層群狭山
層に含まれる約130万年前の大型植物化石群集とその層
序学的意義」として報告していただく．また，化石林に
着目して，山川千代美氏・植田弥生氏・林竜馬氏・里口
保文氏（以上，滋賀県立琵琶湖博物館）・矢部　淳氏（国
立科学博物館）らに，「関東平野西縁部の更新統上総層群
産化石林」として報告していただく．そこでは，関東と
関西の同時代の森林について議論される予定である．

本特集が，更新世の前期・中期の，とくに東京西部の
古環境についての理解の一助になれば幸いである．また，
本特集にまとめられたこれまでの知見が，新たな研究を
始めるきっかけとなることを期待する．
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